
  

ＪＡ自己改革推進レポートについて 

令和５年９月２６日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取西部の取り組み 

①小学生が地元特産「スイートコーン」の収穫を体験 

  ＪＡ鳥取西部青壮年部名和支部は７月５日、 

名和小学校のスイートコーンの収穫体験に協 

力した。児童は２㌃のほ場に見事に実ったス 

イートコーンを青壮年部員のサポートを受け 

ながら次々と収穫した。収穫後は、茹でたて 

のスイートコーンを試食し、児童からは「お 

いしい」「すごく甘い」「もう一本食べたい」 

などの声が上がった。     

 

②日本初の白ねぎ種子を使ったクラフトビール「境港シロネギエール ねぎ坊主」完成 

 ＪＡ鳥取西部は７月１１日、境港市で「境港 

シロネギエール ねぎ坊主」の完成発表と試食 

会に参加した。平井鳥取県知事や伊達境港市 

長、ＪＡ鳥取西部の中西組合長ら関係者が出席 

し、オープニングセレモニーで除幕を行った。 

また、お披露目会で、ＪＡ白ネギ料理研究会な 

どが提供した天ぷらやチーズ巻きなどの白ね 

ぎ料理７品とともに「ねぎ坊主」を味わった。

「境港シロネギエール ねぎ坊主」は、境港  

観光協会と境港市の食品会社「日本食品工業」が地元特産を使った料理に合うビールとして、

白ねぎの種を原料に加えた日本初のクラフトビールとして開発された。県オリジナル品種「改

良伯州５号」の種子を使用し、一般的なビールに比べ薄めの色合い。口当たりはなめらかで、

苦みを抑えた切れのある味が特徴である。 

※「境港シロネギエール ねぎ坊主」は、同協会が開発を企画し、米子市の「４７５ＢＥＥＲ」

が醸造。 

 

 

 

 

 

 

 

 



③夜空を照らす稲穂のような米子がいな万灯 

 ＪＡ鳥取西部青壮年部やＪＡ職員らで構成 

する「ＪＡ万灯会」は８月１９日、米子市で開 

かれた第５０回米子がいな祭の万灯パレード 

に参加し、祭りを盛り上げた。パレードには「Ｊ 

Ａ青壮年部万灯隊」と女性のみで構成する「Ｊ 

Ａこまち万灯隊」が出場。ＪＡの役職員やＪＡ 

女性会役員らも応援に駆けつけ、万灯隊にエー 

ルを送った。万灯隊員らは背中に「農」の文字 

をあしらった揃いのハッピ姿で、こうべを垂れ 

た稲穂のような米子がいな万灯を夜空に天高 

く掲げ、額や肩、腰などに乗せる妙技を披露し 

た。 

 同ＪＡは、２０１２年からＪＡのＰＲや地域 

活性化の一環として参加している。 
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